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研究討論会-13 Innovation―若手技術者による土木”革新”― プログラム 

① 若手 PU 小委員会活動報告 10 分 

② グループワーク 80 分 

「若手技術者が集まる講習会を考える」 

若手技術者が集まる講習会を主催者側の立場で議論し、若手技術者が集まる講習会を企画する

ことで、将来を担う若手技術者自身が、主体的に行動していく意識を高める。 

1) 班の構成：5 分

2) 土木学会の講習会に関する基礎情報：5 分

3) 討議・発表資料作成：45 分

4) 各班発表：25 分

③ 話題提供 20 分 

「建設マネジメント委員会将来ビジョン特別小委員会における活動報告」 

～未来は土木がつくる。これが僕らの土木スタイル～（仮） 

（建設マネジメント委員会 将来ビジョン特別小委員会 伊藤昌明氏） 

土木業界の将来ビジョンを考えるのは、上層部の役割である。 

大半の方は、そう思ってないだろうか？ 

しかし、将来を担う主役は、われわれ若手世代である。 

それならば、若手世代が自らの手で、業界の明るい将来を思い描き、実現に向けて行動しなけれ

ばならないのではないか。 

そうしたミッションのもと、将来ビジョン特別小委員会は活動しているところである。 

我々の活動が、業界を活性化させる一大ムーブメントになっていけばと真剣に考えている。 

④ 講評  5 分 

優秀賞発表

 優秀賞発表 

 優秀賞受賞その他案について、今後のアクションを可能な範囲で発表 
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若手技術者が集まる講習会に関するグループワーク 

■目的

若手技術者が集まる講習会を主催者側の立場で議論し、若手技術者が集まる講習会を企画することで、

将来を担う若手技術者自身が、主体的に行動していく意識を高める。 

■班構成

5 名程度/班（各班、進行役を 1 名選出）

■スケジュール

1) 班の構成：5 分

2) 土木学会の講習会に関する基礎情報：5 分

3) 討議・発表資料作成：45 分

4) 各班発表：25 分

■討議のキーワード

1. 講習会の宣伝方法：若手技術者が申込みやすくなるような宣伝方法とは？

2. 講習会の内容：通常業務や自らのスキルアップのために、魅力に感じる講習会の内容とは？

3. 講習会の形式：講習会受講者の学習意欲を向上させるような形式とは？

4. e ラーニングやライブ配信による講習会の受講：e ラーニングやライブ配信などによる講習会の開催

はアリ？

5. アンケートによる講習会の改善：土木学会共通のアンケート様式など、土木学会全体で講習会を改善

するようなシステムが必要？
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